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教育について語ること：
　「専門知識と社会の壁」

　「教育」については誰もが何かを語ることができる。自らの経験もあるし、
自分の子どもが学校に行っているかも知れない。大学教師なら、どんな分野で
あれ、まさに教育の仕事をしているわけでもある。専門的研究者を尻目に、素
人が堂々と意見を言える。人文・社会科学の中でも、専門家と一般人との垣根
が最も低いのが、教育研究の分野だといってもいいだろう。
　その証拠に、安倍前政権のもとにつくられた「教育再生会議」のメンバーには、
一人として教育の専門的研究者は含まれていない。他の政策分野（たとえば、
金融とか環境問題）で、専門家不在の審議会が作られたら、まちがいなく批判
が出くるはずだ。ところが、教育については、そうした批判は大きな声にはな
らない。専門的研究者抜きでも政策を立案できる。そういう見方が定着してい
るのである。
　社会学をベースに教育を研究している私にとっては、教育研究の敗北のよう
にも映る出来事である。と同時に、それでは研究者が作り出し、蓄積してきた
専門的知識とは、一体何か、どのように社会とつながっているのか、というこ
とにも思いが至る。
　専門家が一般人から区別され、その知識が特別の意味をもつのはどういう場
合なのだろうか。医者や法律家といった古典的な専門職を考えればわかるよう
に、それは、知識の有用性が認められつつ、素人がその知識に容易に到達でき
ないような場合だろう。いくら素人には獲得の難しい知識を占有していても、
その知識の有用性が低ければ、ただの専門オタクである。逆に、役立ちそうな
知識でも、特別なトレーニングなしで誰でもアクセスできるのであれば、専門
家はいらなくなる。教育研究の場合、難解なジャーゴンで語れば専門オタクと
なって誰からも相手にされなくなるし、分かりやすく語ろうとすれば、今度は
素人との区別がつきにくくなる。やっかいな分野である。
　教育研究を含め、人文・社会科学の専門知とは何だろうか。多分野間の交流
を主眼とした　「人文・社会科学プロジェクト」に参加しながら考えてきたのは、
こうした問いであった。経験や印象にもとづく一般論には、たいてい落とし穴
や死角がある。それがわかるのが専門知のはずだ。社会との壁はできるだけ低
くしつつ、なおかつ、専門知ならではの価値を認められる。そういう知を、つ
くり出しながら、広めていくことができるといい。
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対談

葛西康徳
対談者

大妻女子大学　教授
専攻：法学、西洋古典学
著書・論文：「古代ギリシアにおける「紛争」
　　　に対する対応の二つの側面について」
　　　（『法制史研究』50 号）など

青島矢一
対談者

一橋大学　准教授
専攻：イノベーションマネジメント
著書・論文： 『競争戦略論』（共著、東洋経済新
　　　報社）、『ビジネス・アーキテクチャ』（共
　　　編著、有斐閣）など

「大学教育から見た教育の再構築」
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葛西　私は教養教育再構築の研究リーダーをしております。特にこの 10 年
ないし 15 年、大学の教養部が改組された 1990 年代に入ってから大学教
育の中に社会あるいは会社でされている教育のスタイルが入ってきまし
た。具体的にはインターンシップといって学生が会社とか弁護士事務所

青島　でも、大学で実学的なことをやったら企業の現場で役に立つかと言えば必ずしもそんなことはな
いわけですよ。企業もかつてはＯＪＴ（オン・ザ・ジョブ・トレーニング）という形で鍛えていたけど、
そういう教育がどんどん薄れている。だから大学への期待も無くはない。そういうことが 90 年代
中盤以降に起きてきている。

葛西　私たちのプロジェクトには教養教育の再構築という研究グループの他に佐藤学先生（東京大学）
の市民性教育に関するプロジェクトがあります。佐藤先生と対談して、ゆとり教育がどこまで進ん
でしまっているかという認識が甘かったことに気づきました。また、入試科目が少なくなった影響
もあります。制度的には 1991 年の大綱化によって教養教育として 50 単位ないし 60 単位分の壁が
取り払われてます。

大学における問題解決教育とは大学における問題解決教育とは

この十数年の日本と教養教育この十数年の日本と教養教育

に出て学ぶということなどです。大学の教育内容も、具体的な課題設定型、課題解決型、問題解決型、
などが重視されるようになってきていて、従来のやり方とは大きく変わってきました。

　　　教育研究者としては、従来の大学教育が悪かったから、それを入れることがいいと言われている
ことについては疑問があり、いま議論しているところです。

青島　そういう話は実は我々のグループでも出ています。これは恐らく、バブルが弾けて以降、日本の
企業の中に人々を教育する余裕がなくなってきたことと関連があります。また、日本の景気が悪い
理由として、日本人には問題解決能力、創造性、イノベートが足りないという言説が出てきた時期
があります。こうした背景から、もっと大学の方も机上の空論ではなく、社会に役立つことをやっ
た方がいいのではないかという流れが確かにありました。

葛西　教育というのは中等教育から高等、大学、社会人に至るまで一貫したシステムになっているわけ
ですけども、どこでどういう役割を担うかということが、曖昧になっていることが問題かもしれま
せんね。

青島　本当は企業でやるべきことまでも、変に大学に求めたりしている。大学でそういう実学的なこと
を学ぶためには、その前段階として基礎が重要になってくるわけです。ところが世の中はゆとり教
育という基礎をなくしていき、高校でさえも実習的なものが増えていき、どこでも本当の意味での
基礎的な教育をすることがないんです。

葛西　皆が実学的な方向に向かっていく。

青島　高校でやるべきことを大学の教養課程でやらねばならないのに、教
養課程の単位数は減っているということですね。

葛西　インターンシップや、問題解決型思考あるいはもっと身近な例でい
うと外国語のトレーニングですよね。会社から「大学まで英語を勉強
してきて何をやっているんだ、日本の英語教育は。そんなもの企業で
教える金はないんだから、ちゃんと使える英語をマスターしてくれ」
と言われる。それで右往左往しているというのが、この 10 年、15 年だっ
たと思います。

青島　ある意味で教養教育を含む大学教育にいろんなものが持ち込まれて
きたということだと思います。一方では「読み書きそろばん」ができ
ない学生が増えている。そこも何とかしないといけない。大学がそこ
を強化せざるを得ない。しかし本来の教育もあり、我々の大学ではビ
ジネススクール的なことを社会からの要請でやらざるを得ないのです。

葛西　話を海外との比較に移しますと、先生はアメリカにお詳しいですが、

カタを再考するカタを再考する

葛西　我々の研究プロジェクトで、今度出す人社シリーズ本のテーマが「カタ」なんです。
青島　フォームとかフォーミュラとかいろんな言い方がありますよね。どういうことでしょうか。
葛西　思考のカタ、リテラシーのカタ、学問自体が持っている基本的な枠組みみたいなものを、もういっ

ぺん見直して教えるべきではないかということを訴えたいのです。たとえば、今度学士院院長にな
られた久保正彰先生が、ハーバード・カレッジで読み書きをどれだけしごかれたかという体験談な
ども載っています。

青島　やはり大学の教育でやるべきことの最初は基礎的な「読み書きそろばん」が必要です。その上で、
社会科学であれば社会における問題を、その当時において真剣に考えた人たちが、それを解決する
過程で経た思考のプロセスを自分の中に習得していくことが重要だと思います。それが型でありさ
まざまな理論になっていったのだと思います。

葛西　そのプロセスを学ぶということと、特定の問題を解決できるようになることとは、また違う話で
すよね。

青島　違うと気づくことがさらに重要です。自家薬籠のものにした段階で次に応用ができ、自分ならで
はの特定の問題解決に応用していくことができるんだと思います。

象徴としての大学教育再生を象徴としての大学教育再生を

葛西　大学というところは教育全体の一種の象徴であり、象徴的な仕組みに
なっています。一方では基礎学力の崩壊、他方では今までの大学教育で
よかったとは言えないわけで、社会に対する課題解決型の両方が、全部
の要求が今大学に来ているので、自分の大学が何をやるかということを、
もう一度腑分けして「ここだけは大学でやる」ということを、こちらが
積極的に提示していかないと、実体も無くなってしまうのではないかと
思っています。

青島　僕も同じことかなと思いますが、大学教育で問題だと言われているこ
とは、単に大学教育の中だけの話ではなくて、日本における初等から企
業内教育全体で起きていた問題のしわ寄せが大学に来ていて、それが顕
著に現れ始めていることではないかと思います。つまり、大学教育をど
うするかという問題はそれ自体が問題としてありますが、それ以前に、
日本の教育や人材育成の全体デザインをどのように構築するかというこ
とこそが、検討すべきことなのだと思うのです。

　　課題解決型、問題解決型、法学で言うとケースメソッ
ド型はアメリカが本家で、アメリカにはビジネスス
クールがあるじゃないか。ロースクールがあるじゃ
ないかと。そうだと思うんです。でもアメリカのビ
ジネススクールの学生は学部の時にケースメソッド
をやるんでしょうか？

青島　あまりやらないと思いますね。日本で課題解決型
と言う時に、どこかはき違えているなと思うことが
あって、本来的に大学教育がきらんとやらないとい
けないことを見たり、教育することが大事なので
あって、特定のビジネスの問題を解くとか、環境問
題の課題をどう解決するかということとは話が違っ
ているように思います。

葛西　どこか、そのあたりが何となくごっちゃになっているのですね。
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鈴木佳秀
代表者

所属：新潟大学　教授
専攻：旧約聖書学
著書：著書『申命記の文献学的研究』、
　　　『ヘブライズム法思想の源流』ほか

「これからの教養教育」

「二つの国際シンポジウムを終えて」

　大学教育におけるいわゆる「教養教育」が、設置基準の大綱化に伴いその制
度的根拠（枠組）を喪失した結果、ほとんど「何でもアリ」の状態になってしまっ
た。これに対して、本プロジェクト（「これからの教養教育」の一部である「教
養教育の再構築」）は、「教養教育」が大学教育で果たしてきた役割を批判的に
再評価して、将来のデザインを描くという熱意を持ってスタートした。「翻訳」、

「注釈」、あるいは、「文学と文献学」、「歴史と歴史叙述」といった伝統的なテー
マだけでなく、科学と技術（と社会）の関係、文系と理系という区別など、こ
れまでの教養教育では正面から取り上げてこなかった問題も研究対象とした。
公開シンポジウムでの合同討論のほか、月例研究会、さらに昨年からは高校生
も巻き込んで活動をする試みを実施した。人社シリーズ本では学問の「カタ」
としての教養という視角からこれまでの成果の一端をまとめるよう準備をして
いる。
　ところで、最終年度である本年 8 月、2 か所で国際シンポジウムを開催した。
ひとつは、スコットランド、グラスゴー郊外、ローモンド湖を臨む「Ross 
Priory」において「Communications between Humanities and Science/Technology  
- Towards Dialogic Knowledge-」という題名で行った。何故グラスゴーかと言
えば、日本の工学教育の父ともいうべきヘンリ・ダイヤ（Henry Dyer 1848-1918）
は Strathclyde 大学の前身  Anderson College の出身であり、Strathclyde 大学
の付属施設「Ross Priory」はまさに日本の工学教育の縁の地であるからである。
工学教育が最初から大学でなされたことが日本の特徴であるが、その本来の趣
旨は何か、科学と技術と文科系の学問の関係、あるいは、日英（スコットランド）
の高等教育の歴史的つながりや教育システムの現状比較など話題は多岐に及ん
だ。夕食会にヘンリ・ダイヤの子孫の方が出席してくださり、本シンポジウム
は一層思い出深いものとなった。
　続 い て、場 所 を ス イ ス の ジ ュ ネ ーヴ郊 外、Fondation Hardt に 移 し、

「Diffusion of Humanities」というテーマでシンポジウムを開催した。会場は西
洋古典学（ギリシア・ローマ研究）には縁の深い施設で、窓から遥かにモンブ
ランを望む絶好の環境である。ここでは、近代日本の西洋学問摂取の過程と成
果を、「普及（Diffusion）」という新しい視点から考察することによって、従来
の大学教育全体、従って教養教育も捉え直すことができるのではないかという
趣旨で開催された。「受容」という日本側の視点ではなく、あえて相手側の視点、
さらに日本で確立した学問の他国への影響という視点から、各学問を分析して
みようという意図である。四日間におよぶシンポジウムでは、歴史学、古典学、
法学などの分野についてメンバーと外国人研究者の間で活発な討論が繰り広げ
られた。これらのシンポジウムの報告書は欧文でまとめる予定である。
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青山和佳
代表者

所属：日本大学生物資源科学部　准教授
専攻：フィリピン地域研究
著書：『貧困の民族誌：フィリピン・
　　　ダバオ市のサマの生活』
　　　東京大学出版会、2006 年

貧困格差グループの研究内容

　貧困･格差グループでは、ある国家や地域において不利な資源配分状況にお
かれてきたような少数民族（マイノリティ。宗教的・文化的少数者）に焦点を
絞り、彼らの貧困や文化とそれらに対する援助の影響̶̶とくに資源配分メカ
ニズムの変化とその社会的影響̶̶というテーマを取り上げてきた。地域研究
の手法によるミクロの事例研究を積み重ねていき、それらと先行研究をつき合
せる作業を通じて、少数民族および援助問題についての理解の促進と政策の改
善に寄与することを目標とする。対象地域は、東南アジア（フィリピン、イン
ドネシア、カンボジア）、ラテンアメリカ（メキシコ、ボリビア）である。本
研究の学術的な意義は次の通り。
　第1に、「文化的自由と人間開発」という新しい論点に関する具体的な分析の
視角、およびそれに基づく個別実証研究の提供によって、開発研究への貢献が
期待できる。開発研究において、A.K. センの潜在能力アプローチに基づく「人
間の選択肢の拡大こそが開発」という考え方が浸透してから久しいものの、
文化的少数者の自由の重視という理念が表舞台に登場したのは、最近のことで
ある (cf. UNDP, Human Development Report 2004)。こうした流れを規範的、
抽象的な議論にとどめず、政策論に結びつけていくためには、現状の把握と分
析が必要である。
　第2に、「少数民族の権利拡大」を標榜してなされる各種の援助が、世界的に
増大する傾向にある。本研究では、A.K. センの提唱するような人々の選択肢や
自由の幅という観点からみたとき、これらの援助が人々にどのような影響を与
えるのかという問題について、具体的な事例をもって論考し、援助研究への一
般的な政策的含意を提示することを目指す。既存の事例研究においては、資源
配分状況の意図的な変更とそれによる人々の意識の変化などが論じられてきた
が、個別社会の固有要因の重要性が強調される一方で、各事例研究から得られ
た知見の一般化は避けられてきた感がある。
　第 3 に、メンバーの学際性を活かして「少数民族と開発援助の社会的影響」
というテーマをめぐる実証的・理論的研究のメタ分析を試み、「援助の公共哲学」
にも踏み込むことである。開発援助の政策と実践をめぐる学術的研究は、      
1）実践的立場（開発援助政策を真に人びとの福祉向上に資する、問題解決の
合理的道具としてみる）と 2）批判的立場（開発を 20 世紀の主要な文化的･社
会的制度として扱い、あくまで批判的な観察・分析の対象とみなす）に大別で
きる。両者間には交流は少なく、議論の機会を得た場合でも、互いの間にある
人間観、学術観における大きな隔たりを看過するとすれば対話は成り立たない。
こうした状況を鑑みて、個々のメンバーの主なディシプリンとその根底にある
思想を意識しつつ、「マイノリティ」と「開発援助」という研究テーマ自体が
孕む根源的な問題に迫りたい。

プロジェクト紹介 1：

NGOワーカーと受益者

海上家屋とNGOの作った通路

贈与された米を分配する女性たち
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　様々な研究が、それぞれの分野の深い専門知に裏付けられて成立していることを思

えば、研究とはなるほど世の中に力を持つものなのだろう。だが一方で、若い駆け出

しの研究者たちは、専門的な言葉を自在に操って思考する力を欲しているのと同時に、

専門性をまとった言葉が、「わたし」自身の言葉として、顔の見える「あなた」に伝

わる実感に飢えている。

　だからこそ、静的な「専門」という枠組みを早い段階から越え、研究を楽しみ、コミュ

ニケーションする動的な環境に身を委ねよう。そんな思いを共にする若手研究者が集

まってできたのが、若手の会であり、そこでの発表や意見を交換する場が、会の冊子

である「SIMPATIA」（※１）だ。

　冊子の名は「他人を仲間として感じる能力」（※２）を意味し、それぞれがその力

を身につけることで、自らの研究成果を独りよがりなものから救い、人から人へ実感

と共に伝えて行きたいという希望を託している。

谷川　竜一　（東京大学生産技術研究所　技術補佐員）
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SIMPATIAという試み
活動報告１

　「ナイルの水を飲んだ者はナイルに帰る」これは私が研究対象としているエジプト

に伝わる諺だ。初めての訪問から 5 回帰り、これからも帰るだろう。首都カイロを遠

く離れた小都市ミニヤ。その周辺の村々で人々の宗教実践に関する調査を始めた私が

大きな影響を受けたのは、自然だった。調査中、ふと顔を上げた時に目に飛び込んで

きた、白く輝く月、澄んだ青い空、一面に広がる緑豊かな田畑。中でも最もたくさん

のことを私に与えてくれたのはナイル川だった。豊富な水を湛え、絶えず流れ続ける

ナイル川を見ていると、自分の中にさまざまなよいものが満たされていく感じがした。

古代、ナイル川とその氾濫はハピという豊穣と再生の神として崇められていた。ほと

んどが一神教徒である現代のエジプト人は、もはやナイルの聖性について積極的に語

ることはない。人々の信仰の形は変わった。しかし、ナイルは今も変わらずこの地に

生きるすべてのものに命を与え続けている。

岩崎　真紀（筑波大学　大学院生）

　昨年７月に『指定管理者制度─文化的公共性を支えるのは誰か』を出版しました。

指定管理者制度は、2003 年の地方自治法改定により導入された制度であり、自治体

が設置した公の施設について、民間営利企業等を指定管理者として選定することも可

能になりました。公の施設については様々な種類のものがありますが、この制度を文

化施設に適用する場合にどのような注意が必要なのか、そのあたりを明らかにしたい

と考えました。さらに文化施設と言われる文化ホールや劇場と、社会教育施設である

図書館や美術館等が、両者ともに文化を育む上で担っている役割は同じではないかと

いう問題意識です。抱えている問題は微妙に違うかもしれないですが、目指す大きな

目標は同じだろうということです。この制度導入をめぐり、そのメリット、デメリッ

トが議論されてきているわけですが、そのことを考えるための材料になればと思った

のが刊行のきっかけです。

小林　真理（東京大学大学院人文社会系研究科　准教授）

　美学はあらゆる美的現象やそれに関する思索を対象にする。だが、実際に考察や研

究の対象になってきたのは、おもに人間による芸術作品と芸術活動であった。欧米で

環境美学が話題になり、関連図書の刊行が始まったのは 1980 年代のことである。日

本ではやや遅れるが、「環境」自体への注目はすでに 1960 年代後半に始まっており、

環境後進国ではない。ただし、環境問題が早くから深刻化したことの反映であり、必

ずしも自慢すべきことではないだろう。

　イタリアでは風景美学という名称も用いられている。日本の現代都市の美は、古典

的美学でも、ロマン主義の絵画論・建築論でも、適切に語ることはできない。現代芸

術との関係で論じることは可能だが、現代芸術による日本都市の現状の合理化も、そ

の逆も、理想には遠い。自己中心的な美学に対する反省として、風景や都市といった

特定の対象を超えた意味をもつ環境美学は、最大の人工物である都市を自然と見なす

視点と、小惑星地球を人工物とみなす視点との間で振動している。

藤田　治彦（大阪大学 准教授）

　「ライヴ･アース」でマドンナと競演したジプシー･パンク・バンド〈Gogol Bordello〉

のボーカル、ユージン・ハッツを初めて見たのは映画『ぼくの大事なコレクション』だ。

アメリカのユダヤ系三世がウクライナでルーツ探しをする旅の現地ガイド役。キッカ

イな英語を操る気のいい兄ちゃんが思いもよらぬ自分のルーツを知って戸惑うという

役どころ。ユージン自身も難民としてウクライナから渡米、そのとき自分にジプシー

の血が流れていることを知った。N.Y. で東欧移民仲間とバンドを結成、初級英語を

ジプシー音楽のメロディにのせ、罵倒語の豊かな（！）ロシア語を混ぜ込み、ブロー

クンな多言語･多文化性を武器にして英語一辺倒の画一的な文化に殴り込みをかけて

いる。移民ばかりの N.Y. でも、なかなか正規に登録してもらえず、人間として扱っ

てもらえない。代表作《イミグラント・パンク》では“Legalize me! Realize me!”と叫ぶ。

「理解する」とは合法化によって社会（現実）の一部にすることこそが前提なのだ。

楯岡　求美（神戸大学国際文化学研究科　准教授）
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制度宗教の祝祭がほとんどを占め

るエジプトの祭には珍しい季節の

祭「シャンム・ナスィーム」（春香祭）

の日、ミニヤ市では多くの人々が

家族や友人とともにナイル河岸を

訪れ、春風の薫りを楽しむ。

※１　現在２号まで刊行されてい

ます。写真参照。

※２　鶴見俊輔『グアダルーペの

聖母』（筑摩書房、1976 年）

より。

ナイルの水を飲んだ者は…

「指定管理者制度─文化的公共性を支えるのは誰か」

『環境美学』

風を受け、舵をとれ　シリーズ・人社の若手たち：

自著を語る：

人社キーワード：

『俺のことを合法化してくれ！』
芸術ナビ：

～ジプシー・パンク
　　　“ゴーゴル・ボルデロ”～

r e a l i z elega l ize

わ か っ て

　今年の初仕事は、「瓦そば」の食べ歩き。いったい何の仕事なのか？自分でも訝るが、人社プロつながりで、山
口県の方々とご縁ができました。山口名物の「瓦そば」もっともっと広がっていきますように。 （編集長ｓ）

　今年もあっという間に 1 ヶ月が過ぎてしまいました。「少年老いやすく学なりがたし」という言葉を胸に、時間
を無駄にせず、人社プロの先生方の本に学びたいと思います！ （編集見習いｈ）

　今年は、２年ぶりに人社プロジェクトに携わり、懐かしい感じがしました。
　４年前と変わった先生・全く変わってない先生、プロジェクトのゴールはもうすぐです。
　依頼の提出期限はお守りいただきますよう。 （事務局 k）

編集後記



　様々な研究が、それぞれの分野の深い専門知に裏付けられて成立していることを思

えば、研究とはなるほど世の中に力を持つものなのだろう。だが一方で、若い駆け出

しの研究者たちは、専門的な言葉を自在に操って思考する力を欲しているのと同時に、

専門性をまとった言葉が、「わたし」自身の言葉として、顔の見える「あなた」に伝

わる実感に飢えている。

　だからこそ、静的な「専門」という枠組みを早い段階から越え、研究を楽しみ、コミュ

ニケーションする動的な環境に身を委ねよう。そんな思いを共にする若手研究者が集

まってできたのが、若手の会であり、そこでの発表や意見を交換する場が、会の冊子

である「SIMPATIA」（※１）だ。

　冊子の名は「他人を仲間として感じる能力」（※２）を意味し、それぞれがその力

を身につけることで、自らの研究成果を独りよがりなものから救い、人から人へ実感

と共に伝えて行きたいという希望を託している。

谷川　竜一　（東京大学生産技術研究所　技術補佐員）
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SIMPATIAという試み
活動報告１
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人社プロ・最終シンポのお知らせ

　人文・社会科学振興プロジェクト研究事業の４領域が 2008 年 3 月で終了するの

にあわせ、シンポジウムを行います。「人生を楽しくデザインしよう！―個人が拓

く社会のかたち」と題して、各プロジェクトから１人ずつ計16人が登壇して、話題

提供や議論が行われます。

　主なプログラムは以下の通りです（詳しくはホームページをご覧ください）。

　　日時：２００８年３月８日（土）10：30～17：10

　　場所：ベルサール九段・イベントホール

　　　　　東京都千代田区九段北 1-8-10

　　　10:35－10:40 　趣旨説明・総合司会：城山英明（東京大学）

　　　10:40－12:00 　第１セッション【家族】司会：小長谷有紀（国立民族学博物館） 

　　　13:00－14:20 　第２セッション【学びと仕事】司会： 青島矢一（一橋大学）

　　　14:40－16:00 　第３セッション【世界とつながる生活】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会：佐藤　仁（東京大学） 

　　　16:20－17:00 　総合討論  司会：桑子敏雄（東京工業大学）

　ホームページ→http://www.jsps.go.jp/jinsha/01_sympo_h200308.html

　　なお、参加には事前登録が必要です（定員になり次第締め切らせていただきます）。 

　申込フォーム→https://blue.tricorn.net/g-coe/f.x?f=44ac26b9

最終シンポのお知らせ
人社プロ

わ か っ て


